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研究主題  

確かな学力を育む学習指導の在り方 
～授業改善・学習機会の拡充・学習意欲の向上を通して～ 

立川市立立川第一中学校 

１ 研究の概要 

 

 

 

 

基礎的・基本的な知識・技能 
Ａの教科の内容の問題において 
 東京都の平均正答率を下回る 

思考・判断・表現する力 
Ｂの読み解く力に関する問題において 
 東京都の平均正答率を大幅に下回る 

学習意欲 

学習に 
 前向きな集団とそうではない集団   
 との二極化が見られる 

平成２３年度の東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」では 

平成２３年度の「生徒による授業評価」では 

研究の背景 
                                  

 

学習指導要領の理念 「生きる力」の育成 ＝ 知・徳・体のバランスのとれた力の育成 

（知：確かな学力  徳：豊かな人間性  体：健康・体力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◎：新規事業  □：継続事業  ☆：昨年度より規模拡充   ▲：都学力向上パートナーシップ事業に関わる取組 

＊基礎的・基本的な知識や技能の習得 

＊思考力・判断力・表現力等の育成 

＊学習意欲の向上や学習習慣の確立 

《 生徒が「わかった・できた」という実感がとも

ない＋「意欲と自信 」がもてる授業の展開 》   

□学習のねらいや学習活動の手順を提示 

  

□『授業改善推進マイプラン』の作成 

  

□生徒による「授業評価」の実施（年２回） 

  

□若手教員対象の OJT を通した授業改善 

 

□小学校との接続を意識した授業展開 

 

▲個に応じた指導の充実 
 →習熟度別少人数授業の試行 

(１年国語 2･3 学期) 

 

【目指す学校像】 

○安心して通わせられる学校 

○確かな学力と社会性を身に付けさせてくれる学校 

《学習の振り返りによる意欲の向上 》 

□通知表（学習の記録）配付―終業式３日前 

・評価に関する質問期間の設定 

・学習状況を振り返り次学期につなげる 

□「評価説明資料」配付―終業式３日前 

・学習状況の振り返りに活用 

□生徒の自己評価を工夫 

 ・『学習振り返りシート』の活用―各学期末 

▲学力の定着度の把握と管理 

 ・「個人カルテ(試行)」の作成と活用(１年国語) 

評 価 ・ 評 定 の 活 用 

平成 24･25 年度立川市教育委員会研究協力校 

《基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力等

の育成》 

□講師を招聘し、全教科で教員全員参加型の研究

授業と研究協議会を実施 

□基礎的・基本的な知識や技能を活用する学習活

動を取り入れた授業の工夫 

□思考力・判断力・表現力等の評価の研究 

 

校 内 研 究 の 充 実 

《 補充教室の開催 》 

☆▲定期考査前の学習教室 

・放課後質問教室 

各考査前５日間 全教科・全教員 

・土曜学習教室 

各考査前の土曜日 年５回 

退職教員＋大学生＋地域人材を活用 

◎▲三者面談期間中の学習教室 

・ビルドアップ教室 

   各学年副担任が担当 

☆▲夏季休業中の学習教室 

・サマースクール 

   夏季休業中６日間 全教科(56 コース) 

◎ 夏季休業前の夏期講習 

  ・パワーアップ教室 

    塾講師を活用しての講習<国数英> 

授 業 改 善 と  授 業 力 の 向 上 

【教育 目標】 

・知性を磨いて個性を伸ばそう（知性） 

・敬愛の心を深め良い市民になろう（敬愛） 

・勤労を愛し責任を果たそう（勤労） 

平成 25 年度  学力向上を図るための全体計画 

【目指す生徒像】 

○確かな学力と豊かな個性をもった生徒 

○思いやりの心と規範意識をもった生徒 

【目指す教師像】 

○立川一中を愛する教師 

○一時間一時間の授業を大切にする教師 

○生徒一人一人を大切にする教師 

《具体的な家庭学習の在り方について指導》 

◎▲「家庭学習のしおり」を作成 

→生徒（保護者）配付（７月） 

◎▲宿題提示の工夫 

  －宿題の内容や努力した成果を発揮できる

場の工夫－ 

☆ 学力テスト（フォローアップシート）の家庭

学習への活用 

学 習 機 会 の 拡 充 

 

家 庭 学 習 へ の 支 援 

確 か な 学 力 の 育 成 

２ 実践報告 

 

 

 

 

授業改善と 
  授業力の向上 
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授業改善と授業力の向上 

□生徒が達成感を味わう 
□自ら考え・表現する姿勢を身に付ける 

質の高い授業の提供 

全員参加型の研究授業 
（２年間で全教科を実施） 

 
 

授業改善と授業力向上のための手だて 

平成24年度      平成25年度 
(１年次)          (２年次)  

 通年講師  
田中洋一先生からのご指導 

 （方向性にブレのない授業改善を推進） 

「基礎・基本の習得」 

「思考・判断・表現する力の育成」 
  

全員参加型の研究授業 

「基礎・基本の習得」 
      を目指した授業改善 

  授業の はじめに 

      「学習の見通し」 

  授業の 最後に 

      「学習の振り返り」 

 
 

 

 指導法の工夫による分かりやすい授業 

「基礎・基本の習得」 

「学習の見通し」 

 学習のめあてを明確にする 

  （板書や学習シート 等） 

 
「学習の振り返り」  

    単元・授業の最後に実施する 

    （ 振り返りテスト 等） 

    

分かりやすい授業 

「振り返りテスト」の例 
理科振り返りテスト②        ３年  組  番・氏名            

【身に付ける力】 夏至と冬至の昼の長さと夜の長さを理解し、図に示すことができる。 

問 北緯 35°の日本における 

夏至の昼の長さと夜の長さを比較できるように作図しなさい。昼の長さを太線で示しなさい。 

  冬至の昼の長さと夜の長さを比較できるように作図しなさい。昼の長さを太線で示しなさい。 

赤道

南極

35°

太陽

23.4°

58.4°

赤道

北極

35°

太陽

23.4°
11.6°

南極

北極

12：00

12：00
夏至 冬至

 

 

 □単元の中で思考・判断・表現に関して 
  「身に付ける力」を明らかに 

 □生徒が思考・判断・表現する場面と 
  授業者がどのように評価するかを 
  単元の中に意図的・計画的に盛り込む 
 
 

全教科共通の「授業づくりのポイント」 

 ＝ 

「思考・判断・表現する力の育成」 
       を目指した授業改善 

「思考・判断・表現する力を評価する授業」 
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研究協議会の工夫 

研究授業では 

 ６名の生徒を分担して観察（１人１生徒） 

 生徒の活動を詳細に観察して記録 
 

協議会では  

 生徒の思考する場面の記録を報告 

 生徒の変容から指導法の改善を考察  

 ワークショップ形式 

⇒ 生徒の変容を把握する力が伸びた 

教師 
「思考･判断･表現する」   
 場面を意図的・計画的に  
設定 

 

生徒  

「考える」活動が
しっかりできる 

授業では 
 ■生徒が考えようとする発問の工夫 
 ■思考したことを表現する方法が 
   分からない生徒への指導の工夫 

授業改善の視点の明確化 

研究授業の成果 

授業改善の成果 

「授業力向上」に関する質問項目 

 

H24.7 

 

 

H25.11 

 

授業のはじめに、先生は、今日の学習の 
めあてや見通しを示してくれますか？ 

８１% ９１% ＋１０% 

先生は、授業の目的や課題について、 
わかりやすく説明してくれますか？ 

７９% ８９% ＋１０% 

授業の説明や指導はていねいで 

わかりやすいですか？ 
７９% ８９% ＋１０% 

自分の考えを書いたり発表したりする 
学習活動をして、自分の考えを深める 
ことができていますか？ 

６７% ７６% ＋９% 

授
業
力
の
向
上 

評価・評定の活用 

学習意欲を向上させる取組 

「評価方法」を事前に伝える 

 

評価・評定を伝えた後に 

学習の振り返りを丁寧に行う 

学期の始め 

次の学期の学習目標を立てさせる 

学期の終わり 

学期を 
ひとつの 
スパン 

評価・評定の活用 
生徒の学習意欲を向上させる取組 

 □学習内容と学習のポイント 

 □定期考査に向けてのアドバイス 

 □評価規準と評価材料 

 □各評価の評定に対する割合 
 

※評価規準は平成２３年１１月に国立教育政策研究所から 

 出された「評価規準の作成のための参考資料」を参考 

学期の始め 

各教科の「評価方法」を配付 
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「評価方法」の例 

  文章読解では、筆者の主張は何か、ど
のような文章構成なのか、また、登場人
物は何を経験し、何を思っているのかな
どを考えながら本文を何度も読みましょ
う。段落ごとに内容をまとめることも効
果的です。考える、読む、まとめると
いった手間を惜しまず取り組むこと。言
語事項に関しては、読み書きを繰り返す
こと、似ている問題になれておくことが
大切です。

定期考査に向けて

 ①随筆「江戸からのメッセージ」
 ②記録「シカの落ち穂拾い」
 ③物語「大人になれなかった弟たちに…」
       「星の花が降るころに」
 ④詩  「詩四編」
 ⑤漢文「今に生きる言葉」
 ⑥漢字「漢字の組み立てと部首」
 ⑦文法「だれが・何を・どうする？」

①②文章中の接続語や指示語に着目し文
  章構成をとらえ、内容を理解する。
③５Ｗ１Ｈや情景描写、登場人物の行動
  から心情をとらえる。
④詩に使われている語句や表現、詩の形
  などをとらえる。
⑤中国の古典に由来する言葉を知り、漢
  文独特の言い回しに読み慣れる。
⑥漢字の組み立てと部首を理解する。
⑦文節の働きを理解し、文節の関係をと
  らえる。

□音読、暗誦
□定期考査

国語への【関心・意欲・態度】

□ワークシート
□ノート、ワークなどの提出物
□授業に対する取組の姿勢
□小テスト

言語についての【知識・理解・技能】

□書写
□小テスト
□定期考査 20%

  伝統的な言語文化に親しみ、言葉の特徴や
きまり、漢字などについて理解し、適切に使
用している。文字を正しく整えて速く書いて
いる。

【読む】能力

【書く】能力

□ワークシート、ノート
□作文
□定期考査 20%

　目的や意図に応じ、構成を考えて的確に書
くことができ、また、文章を書いて考えをま
とめようとしている。

20%
  様々な文章を読み、内容や要旨を的確にと
らえ、読むことを通してものの見方や考え方
を広げている。

20%

平成２５年度 ２学期評価方法 １学年 【国 語】 教科担当

　国語で伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語
に対する認識を深めようとしている。

【話す・聞く】能力

□聞き取りテスト
□授業に対する取組の姿勢

単元・題材 指導目標 定期考査に向けて 観　　　点 評価材料 割　合

20%

　目的や場面に応じ構成を工夫して話した
り、話し手の意図を考えながら聞いたり、話
題や方向をとらえて話し合うことができ、そ
のような中で自分の考えをまとめようとして
いる。 終業式の３日前に３種類の資料を配付 

  □評価説明資料 
□学習の記録 
□振り返りシート 
 

学期の終わり 

評価・評定をもとにした振り返り 

「評価説明資料」の例 

25%

評定に対する割合観　  点

□ワーク
□小テスト
□ワークシート
□定期考査

4％
2％
5％
14％

資料活用の【技能】 □宿題（夏休み）
□小テスト
□ワークシート
□定期考査

4％
2％
5％
14％

社会的事象についての
【　知識・理解　】

□小テスト
□定期考査

5％
20％

《地理》
第２部　日本の様々な地域
１章　日本の姿
　１節　世界の中での日本の位置
　２節　時差でとらえる日本の位置
　３節　日本の範囲
　４節　都道府県と地域区分
　５節　さまざまな地域区分と略地図

２章　世界と比べた日本の地域的特色
　１節　自然環境の特色
　２節　人口の特色
　３節　資源や産業の特色
　４節　地域間の結びつきの特色

３章　日本の諸地域
　１節　九州地方
　

□授業観察
□ワーク
□ノート
□小テスト
□ワークシート
□宿題（夏休み）

社会的事象への
【関心・意欲・態度】

2％
5％
5％
6％
5％
2％

社会的な
【思考・判断・表現】

25%

25%

25%

平成２５年度 ２学期評価説明資料 ２学年【社 会】教科担当

単元・題材 評 価 材 料

「学習の記録」 
平成２５年度    

校 長 國島  健二  

 学 習 の 記 録 

 

 
 担 任 柴崎  花子  

1 年 Ｅ 組 10 番 氏名 立川 一郎  
 

 
  一 学 期 二 学 期 三 学 期 学 年 

教

科 
学習内容の観点 

評 

価 
評定 

評 

価 
評定 

評 

価 
評定 

評 

価 
評定 

国 

語 

国語への関心・意欲・態度 A 

4 

A 

4 

A 

3 

A 

4 
話す・聞く能力 A A B A 

書く能力 B A A B 

読む能力 B B B B 

言語についての知識・理解・技能 B B A B 

【観点別評価】  A： 十分満足できる  B：おおむね満足できる  C：努力を要する 

【評   定】  総括５段階評定    

 

「振り返りシート」 
学習振り返りシート                                 

立川第一中学校 

評価説明資料を活用しよう 

  年  組  番・氏名              

評価説明資料のそれぞれの教科のページを見ながら学習を振り返りましょう。 

国語 

評価方法 自己評価 これからの私は 

   

   

 

さて記入がすんだら 

３学期の学習の目標を立てよう 

 

①得意教科に対して（教科名）             を 

（どんなふうに）                               頑張ろうと思う。 

②不得意教科に対して（教科名）             を 

（どんなふうに）                               頑張ろうと思う。 

３日前に配布する目的 

□生徒・保護者が疑問点を積極的に質問 

各自の学習課題を具体的に理解 

授業者が十分に説明 

□振り返りを終業式までに行う 

     

  次の学期に向けての学習目標を設定 

  

学級担任や教科担任が指導 
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平成25・26年度 

 東京都学力向上パートナーシップ事業調査研究校 
 

   重点教科＝国語科 
   

 個に応じた指導の工夫 

  □文法・漢字等の言語事項の学習 

   （１年 国語科 熟度別少人数授業・ＴＴ） 

 学習の定着度の把握と管理 

  □ 「個人カルテ」の作成・活用 

 

 小中連携教育活動と関連・充実    学力向上     

 

 

学習機会の拡充 

補充教室の開催 

サマースクール    パワーアップ教室 

学習機会の拡充を図るための 
        基本的な考え方 

基礎学力の定着 
自主学習方法を知り 
家庭学習の定着へ 

学習意欲の向上と 
学習習慣の定着 

発展的な学習への 
関心・意欲の高揚 

＋ 

放課後質問教室 土曜学習教室 ビルドアップ教室 

補充教室 
□定期考査前の学習教室 
 ・放課後質問教室(拡充) ・土曜学習教室(拡充) 
 
□三者面談期間中の学習教室 
 ・ビルドアップ教室(新規)  
 
□夏季休業中の学習教室 
 ・サマースクール(拡充)    
 
□夏季休業前の夏期講習 
 ・パワーアップ教室(新規)     

定期考査前の学習教室 
 放課後質問教室(拡充) 

目      的  基礎学力の定着 

          家庭学習の定着に向けた支援 

期      間  各定期考査前の１週間 

時      間  15:45～16:45（１時間） 

実施方法  ２つのコースを設定 

      教員が指導 

 ○復習授業コース 

 ○質問･居残りコース 

 

放課後質問教室 
○復習授業コース 

【テスト範囲の復習を一斉に行いながら学習するコース】 

  対象：学力の定着に課題のある生徒 

  国語・数学・英語・理科・社会の各教科担当が指名 

  指名された生徒のみの参加（１０～２０名） 

○質問･居残りコース 

【自力で学習するコース】 

  対象：実技教科を中心に質問をしたい生徒 

     個別に指導を受けたい生徒 

     学校で居残り勉強をしたい生徒 

  希望生徒全員参加可 
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放課後質問教室 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

5/7～13 6/19～25 9/30～10/4 11/13～19

1年

2年

3年

合計

【在籍生徒に対する参加者の割合(％)】

放課後質問教室 参加状況の推移

定期考査前の学習教室 
 土曜学習教室(拡充) 

目      的  基礎学力の定着 

      学習意欲の向上や学習習慣の定着 

期      間  各定期考査前の土曜日（半日） 

時      間  9:00～12:00または13:30～16:30 

      （５０分×３コマ） 

実施方法  ２つのコースを設定 

      外部指導員が指導 

 ○力試しコース 

 ○個別指導コース 

土曜学習教室 

○力試しコース 

【自力で取り組むことができるが解説があるとよい生徒向け】 

 国語・数学・英語・理科・社会  

 考査範囲の問題への取り組み 

 退職教員が解説  

 教材は指導書のまとめの問題等 

○個別指導コース 

【自力で取り組むのが困難な生徒向け】 

 各自が教材（教科書・問題集・ノート 等）を持参して学習 

 学習支援員や地域の方々が個別に支援 

 

各自の希望で事前にコースを選択 

 
 

土曜学習教室 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

５月１１日 ６月２２日 １０月５日 １１月１６日

1年

2年

3年

合計

【在籍生徒に対する参加者の割合(％)】

土曜学習教室 参加状況の推移

実
施
せ
ず 

放課後質問教室 土曜学習教室 

参加者増加の背景  

◇個別指導をもっと受けて学習したい 

◇家より学校の方が落ち着いて学習できる 

◇復習授業コースに呼ばれなくなったが学校で学習したい 

◇家庭学習の成果を試すことができた 

成果 
 ◇学習意欲の向上 

 ◇学習習慣が定着 

 ◇学習方法の理解と定着 

 

課題    
 ◆時間設定 

 ◆外部指導員の選定 

 ◆使用教材の準備 

三者面談期間中の学習教室 
 ビルドアップ教室(新規)  
目  的  学力の定着  学習意欲の向上 

   学習習慣の定着 

実施期間  １１月三者面談期間の５日間    

実施時間  13:30～15:15（1時間45分） 

実施対象  基礎学力の定着が不十分な生徒 

    １年１７名 ２年４名 ３年９名 

指  導  者   各学年の副担任 

使用教材  面談期間中の課題 

   生徒の状況に応じた課題 
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ビルドアップ教室 
指導例＜１学年＞数学と英語に特化して指導 

 

       

成果 ◇数学と英語の得点  受講者すべてが中間考査より  アップ 

 ◇数学と英語の平均点 学年平均の中間と期末考査差より大   

  

数
学 

  
受講者 
平均 

  学年平均 

  

英
語 

  
受講者 
平均 

  学年平均 

２学期中間 18.5   54.5 ２学期中間 17.9   60.0 

２学期末 36.0   70.2 ２学期末 28.1   64.3 

平均点差 17.5 ＞ 15.7 平均点差 10.2 ＞ 4.3 

課題  ◆学習場所 ◆三者面談待ちの生徒管理 ◆指導時間の長さ 

夏季休業中の学習教室 
 サマースクール(拡充) 

目  的  自らの課題発見 

   基礎的・基本的な知識や技能の補充 

   発展的な学習への関心・意欲を高める 

期  日  夏季休業開始直後３日間 

   夏季休業終了直前３日間      

時  間  ① ９：００～ ９：５０  

   ②１０：００～１０：５０         

   ③１１：００～１１：５０ 

コース数  ５６コース 

サマースクール 

    国語 数学 英語 理科 社会 音楽 美術 技術 

１
学
年 

基礎コース 0 2 0 0 0 0 0 0 

標準コース 2 3 2 1 1 

標準 
コース 

2 

標準 
コース 

2 

発展 
コース 

2 

発展コース 2 1 2 1 1 

２
学
年 

標準コース 2 2 2 1 1 

発展コース 2 2 2 1 1 

３
学
年 

標準コース 2 2 2 1 1 

発展コース 2 2 2 1 1 

指導者   各教科担当 

      １年生数学には小学校の教員も参加 

サマースクール 

成果  
◇参加率の増加        ◇参加コマ数の増加 

 

 

 

 

 

  H24 H25 

１年生 61.3%   77.0% 

２年生 40.0%   43.0% 

３年生 40.0%   38.3% 

※１コマ以上の参加生徒 

課題 
 ◆三者面談の設定時間の制約  

 ◆部活動の設定時間・活動場所の制約 

 ◆参加者の集約や参加者の調整の事務作業が膨大 

     

  H24 H25 

１年生 3.6ｺﾏ   5.5ｺﾏ 

２年生 3.8ｺﾏ   4.4ｺﾏ 

３年生 4.4ｺﾏ   4.9ｺﾏ 

※参加生徒１人あたり 

夏季休業前の夏期講習 
 パワーアップ教室(新規)  

目  的  夏季休業中や受験勉強に向けた 

     自己の課題発見・学習意欲の向上 

   応用・発展的な学習を通した 

     学習意欲の高揚・学力の向上 

対  象  ３年生 

実  施  日   ７月１３日(土)・１９日(金)        

実施時間  ８０分×２コマ（国語・数学・英語） 

指  導  者   大手進学塾講師 
 

生徒自身が事前に教科を選択 

 

パワーアップ教室 

 

 

 

 

 

 

 １コマあたりの参加者数 最少５人 最多14人 

 延べ60人参加 

  申込者数 
２コマ 
参加者 

１コマ 
参加者 

不参加者 

7月13日 32人 23人 5人 4人 

7月19日 43人 21人 11人 11人 
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パワーアップ教室 
◇講義の取組度「意欲的だった」の回答 ３教科平均８９．２％ 

◇講義の理解度「理解できた」   の回答 ３教科平均９１．２％ 

◇感想  ・後にこういう問題がでるならもっと学習しなければと思った。 

     ・予習になった。わかりやすく理解できた。 

成果  夏季休業中や受験勉強に向けた自己の課題発見 

    応用・発展的な学習を通した学習意欲の高揚・学力の向上 

 

 

課題 コマの設定時間・設定コマ数・設定日等の工夫が必要 

◆取組度１コマ目平均９４．７％ ⇒ 2コマ目平均８２．２％ ダウン 

◆理解度１コマ目平均９４．７％ ⇒ 2コマ目平均８６．７％ ダウン 

◆２コマ目を受けずに帰る生徒が参加６０名中、１６名 

◆感想 ・８０分は長く、２校時はやる気なし。理解もできなかった。 

 ・お昼後はつらい。２校時がすごく眠かった。 

生徒アンケートより 

家庭学習への支援 

●家庭学習の行い方の指導 

  ⇒家庭学習のしおり 

 

●家庭学習を促すための工夫 

  ⇒宿題提示の工夫と授業での活用 

家庭学習の行い方を指導 

各学習の仕方を 

   具体的に示す 
 ◇日常的な学習 

 ◇定期考査前の学習 

 ◇長期休業中の学習 

 ◇発展的な学習 

 

 生徒がどのように 

 家庭学習をしたら 

 良いかが分かる 

＜家庭学習のしおり内容例＞ 

家庭学習のしおり 
家庭学習のしおり 

◇授業の予習や復習は 

  必ずする生徒の割合 

◇宿題はほぼ完璧に 

  やっている生徒の割合    

◇学校以外での 

  １日の勉強時間が 

  ２時間以上の生徒の割合    

  一中   全国平均 

予習・復習 5.7% ＞ 3.4% 
宿題の実行 21.5% ＞ 17.8% 

※2学年11月データ 

成果 家庭学習の行い方が改善 

※学力診断テスト意識調査データより 

全国平均上回る ５月よりアップ 

一中   全国平均 

５月 9.7% ＜ 17.0% 
１１月 14.0% ＞ 11.3% 

※2学年5月・11月データ 

家庭学習を促すための工夫 

◇授業の振り返りの中で 

     次の授業に繋がる課題の提示をする 
 

◇小テストを次の授業の最初に行う 

                  など 

 
 

次の授業までに何をすれば良いかが分かった 

宿題提示の工夫と授業での活用 

宿題提示の工夫と授業での活用 

長距離走 学習カード  １年  組  番 氏名             

目標：長距離走では， 自己のスピードを維持できるフォームでペースを守りながら， 

 一定の距離を走り通し， タイムを短縮したり競走したりできるようにする。 

 

□の中に適切な言葉や文章を書きましょう 

 

◎短距離走は         スタート、中・長距離走は        スタートを行う。 

 

◎中・長距離走のスタートの仕方 

 

 

 

◎長距離走に向いた走りのポイント 

 

 

 

 

◎長距離走の呼吸の仕方 

 

 

 

◎１回目の長距離走（男子１５００ｍ、女子１０００ｍ）について    

 

  記録は    分    秒  すべて秒にすると     秒 

   

  １００ｍあたりでは    秒 ２００ｍあたりでは    秒 

  

 ◎前回の１周ごとのタイムから、分かることは何ですか。 

 

 

 

 

 

 ◎次の長距離走に、あなたはどう取り組みますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ⑥  

②  ⑦  

③  ⑧  

④    

⑤    

保健体育学習カードの記入 
 ◇自身のラップタイム 

 ◇計算上のラップタイム 

宿題（調べ学習）  
   ◇走りのポイント 

 ◇呼吸の仕方 

 ◇次回計測の取組目標 

＜宿題提示例＞ 

各生徒が次回計測に 

目標をもって取り組む 
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宿題提示の工夫と授業での活用 

結果  ・2回計測１１９名中、９３名が前回タイムを上回る 

    ・男子平均１５秒   UP 女子平均１２.５秒   UP 
 

感想  ・呼吸のリズムやペース配分の大切さがわかった 

    ・すごくタイムがあがり宿題をやってよかった 
 

学習カードほぼ全員提出⇒次も頑張ろうという意欲の高まり 

 

宿題をやってきた ⇒ 授業に活かされた 

 ⇒ 結果につながった ⇒ 他から認められた 

  ⇒ 学習への意欲の高まり ⇒ 学習習慣の定着  

３ 成果と課題 

 

 

 

 

□「基礎的・基本的な知識・技能の習得」 
□「思考・判断・表現する力の育成」 
□「学習意欲の向上」 

生徒の変容が数値で表れた  

成果  

□東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」   
                                                            結果  
□「補充教室」への生徒の参加状況  
□「生徒による授業評価」結果  

根拠となる資料 

「基礎的・基本的な知識・技能の習得」 

５教科で 
東京都平均
を下回る 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

５教科で 
東京都平均
に並ぶ 

５教科で 
東京都平均
を上回る 

 

Ａ「教科の内容」 
 

 

 

 

 

 学習活動に見通しをもたせ、振り返りを行う 

   授業改善を行ったことや、学習機会の拡充による成果 

国語の知識・理解・技能の変化 

 東京都平均と比較 

 平成２３年度 -9.3% 

 平成２４年度 +0.2% 

 平成２５年度 +6.2% 

数学の数学的な技能の変化 

 東京都平均と比較 

 平成２３年度 -6.6% 

 平成２４年度 +3.3% 

 平成２５年度 +7.2% 

英語の外国語理解の変化  

   東京都平均と比較 

 平成２３年度 -3.7% 

 平成２４年度 -0.1% 

 平成２５年度 +5.8% 

 
「基礎的・基本的な知識・技能の習得」 
＜顕著な例＞ 「思考・判断・表現する力の育成」 

５教科で 
東京都平均
を下回る 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

５教科で 
東京都平均
に並ぶ 

国語・英語で
東京都平均を
５%上回る 

 

B「読み解く力に関する内容」 
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  思考力・判断力・表現力等を育む言語活動を 

  意図的・計画的に取り入れた授業改善の成果 

＜顕著な例＞ 
国語の解決する力の変化 

 東京都平均と比較して 

 平成２３年度 -10.1% 

 平成２４年度 -1.9% 

 平成２５年度 +6.7% 

数学の数学的な見方や考え方の変化 

 東京都平均と比較して 

 平成２３年度 -7.7% 

 平成２４年度 -6.6% 

 平成２５年度 +6.9% 

英語の取り出す力の変化 

 東京都平均と比較して 

 平成２３年度 -6.0% 

 平成２４年度 -1.4% 

 平成２５年度 +9.2% 

平成25年度の 

「全国学力・学習状況調査」 

数学のＢ問題で 

 東京都の平均正答率 +5.5% 

「思考・判断・表現する力の育成」 

「補充教室」への参加率の増加 

「学習意欲の向上」 

 

 

「土曜学習教室」 １６%   ５２%（＋３６％） 

 

「放課後質問教室」３０%   ６５%（＋３５％） 

 

 

 

５月 １１月 

 

□試験前は学校で勉強してから帰るという雰囲気 

□「やらされている感」から「やるのが当たり前」 

 

 

 

 

 

「生徒による授業評価」結果 

 

 

 

  
 

全教科合計  ７４%    ８１% （＋７%） 

  国語  ４９%    ７７% （＋２８%） 

  英語  ４６%    ７８% （＋３２%） 

 

 

 

H24.7 H25.11 

「授業で意欲や関心が高まり 

  知識や技能が身に付いていると思いますか」 

「学習意欲の向上」 学びのスパイラル 
 
 

課題 

■表現力の育成 
  考えたことを根拠を示して伝える 

 

  伝える力「言葉の力」の育成 

 
■小中連携教育活動を通した学力向上 
 
  「学力向上パートナーシップ事業」の取組 

   

課題  

• 評価 • 改善 

• 実践 • 計画 

■授業改善の推進 

Action 

Do Plan 

Check 

授業内の評価 

指導の質が向上 

指導の改善 

生徒の実態把握 

個に応じた指導 

授業改善 

指
導
と
評
価
の
一
体
化 


